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事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 2年度 【     469】

問題行動対策事業 教育支援課　主査（教育支援）

06 子育て・教育

02 子どもの教育の充実

― ― 継続 単独

・児童生徒、保護者及び教育関係者

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

対象指標１ 小中学校児童生徒数 人 8,726 8,668 8,570 8,583

対象指標２

・専任指導員、少年育成委員を配置し巡回街頭指導等を行う。
・小・中・高の生徒指導担当教員や市の子育て支援課、警察などで構成する江別市指導連絡会などにより関係機関
　の連携を図る。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

活動指標１ 巡回街頭指導実施回数 回 444 346 384 384

活動指標２ 関係機関連携会議開催回数 回 17 17 17 17

・児童生徒による問題行動が発生しなくなる。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

成果指標１ 補導された小中学校児童生徒数 人 54 81 81 81

成果指標２

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

5,125 4,699 4,834 5,247

5,714 5,720 5,831 6,580

10,839 10,419 10,665 11,827

巡回街頭指導の実施
祭典巡回指導の実施
江別市指導連絡会の開催

専任指導員報酬：3,951千円
少年育成委員報酬：403千円

 2年度

 2年度への改善方向性(2月時点)

維持
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令和元年度 青少年健全育成標語 入賞作品

一人一人の 思いやり 小さなことが 未来を変える 大麻泉小学校 ４年 上ヶ嶋 春紀 さん

「おはよう」は 元気になれる 合い言葉 笑顔といっしょに とどけよう 東野幌小学校 ３年 北 山 桜 月 さ ん

命はね 親からもらった宝物 簡単に捨てちゃ いけないよ 東野幌小学校 ６年 萩 平 依 鈴 さ ん

見ないふり そんなのやめて 助けてよ 傷つく誰かのＳＯＳ 大麻東中学校 ３年 板 東 花 恋 さ ん
江別市少年指導センター

℡ ３８４－７８３０

※ 保護者と一緒のときは、保護者の判断による。

尚、学校独自の取り決めもあるので、その際は、

学校の「きまり」を守る。

３ 服装・身だしなみは、小中学生らしさを心がける。

４ 登下校の途中で、買い物や飲食はしない。

５ 映画には、３年生以下は、必ず保護者など大人と

一緒に行く。４年生以上が外出時刻を超える時は、

保護者など大人と一緒に行く。

６ 友達を泊めたり、友達の家に泊まったりしない。

遊びについて

１ 危険な場所(工事現場、線路、河川など)へ近づか

ない。また、危険な遊び(花火の変造、火遊び、 人や

動物を標的にするエアガン等の遊具)はしない。

２ 花火は、時間、場所、安全を考えて近所に迷惑を

かけないように、保護者など大人と一緒に行う。

３ 魚つり、キャンプ、登山、海水浴、スキーに行くと

きは、保護者など大人と一緒に行く。

４ ゲ－ム場やゲ－ムコ－ナ－、ボウリング場、カラ

オケボックス、インタ－ネットカフェは、保護者な

ど大人と一緒でなければ利用できない。

交通安全について
１ 道路では遊ばない。

また、信号を守り、常に車や左右の道路状況に注

意するなど安全確認をする。

２ 自転車の利用については、歩行者や車に迷惑をか

けないように交通ルールやマナーを守る。

自転車に乗る時は、ヘルメットをかぶるなど安全

には十分に気を付けるとともに、横断歩道を渉る時

は、自転車からおり、必ず左右を確認してからおして

渡る。

その他

１ 不審者に十分注意し、何かあった場合は、近くの

大人や子ども 110 番の家などに助けを求め、すぐ警

察や学校へ通報する。

２ 市民体育館などの公共施設を使うときは、ル－ル

やマナ－をしっかり守って利用する。

３ 大型店や商店への出入りは、用事のあるときだけ

にし、むやみに立ち入らない。

○ 万引きは犯罪であり、絶対しない。

○ お客さんに迷惑となる行動はしない。

４ インターネット等を利用する場合は、フィルタリ

ングをかけるなど家庭のルールを決めて利用する。

外出について

１ 出かけるときは、行き先、目的、帰る時刻を家

の人に告げてから外出する。

２ 外出時刻は、

月 小学生 中学生

４～９月 午後６時まで 午後７時まで

１０月

午後５時まで

午後６時半まで

１１～２月 午後６時まで

３月 午後６時半まで

困ったことや相談ごとは・・・

江別市いじめ不登校相談 382-4044

江別市少年指導センタ－ 384-7830

江別市家庭児童相談 381-1236

子ども相談支援センター 0120-3882-56（24 時間）

保護者の皆様へ
１ 児童生徒の校外生活について、健全育成という観点で、行動など注

意深く見守りください。また、社会生活のマナーなどについても大人

自ら手本を示してください。

２ 市内の各小中学校では、地域や学校の行事等に応じて、細かなきま

り等が提示されることもありますので確認の上ご指導ください。

‘えべつスマート４ＲＵＬＥＳ（ルール）’
※江別市小・中学生のスマホ・ネット等の利用に関する共通ルール

＜ルール１＞ １日２時間以内とし、友だちとのメールな

どのやり取りは、夜９時以降は行わない。

＜ルール２＞ 悪口や人を傷つける内容は書き込まない。

送る前に、しっかり確認する。

＜ルール３＞ 名前・住所・学校名・顔写真などの個人情

報は、絶対に投稿・公開しない。

＜ルール４＞ 困った時は一人で悩まず、保護者や先生な

どの大人に相談する。
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事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 2年度 【     470】

いじめ・不登校対策事業 教育支援課　主査（教育支援）

06 子育て・教育

02 子どもの教育の充実

― ― 継続 単独

・児童生徒、保護者及び教育関係者

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

対象指標１ 小中学校児童生徒数 人 8,726 8,668 8,570 8,583

対象指標２ 不登校児童生徒数 人 119 168 119 168

・いじめ・不登校の専用相談窓口を開設し、専任指導員が教育相談に対応する。
・青年センターにスクールカウンセラーを配置し、教育相談を実施する。
・不登校児童生徒を対象に、すぽっとケア（学習支援）とケア事業（体験活動）を実施する。
・いじめ問題について、児童生徒が直接市教委へ訴える心のダイレクトメール事業を実施する。
・いじめ問題をテーマの一つとして中学生サミットを開催する。
・情報モラルの普及啓発を実施する。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

活動指標１ いじめ・不登校相談件数 件 52 78 78 78

活動指標２ すぽっとケア・ケア事業開催回数 回 116 122 124 124

・いじめが解消される。
・不登校の児童生徒が再登校できるようになる。
　又は、再登校には至らないものの、学校以外の社会との接点を持つなど状況が変化する。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

成果指標１ いじめの解消率 ％ 100 78 78 78

成果指標２ 再登校率 ％ 22 14 14 14

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

5,921 5,264 5,712 6,173

7,237 7,246 7,386 8,902

13,158 12,510 13,098 15,075

・いじめ・不登校の専用相談窓口開設
・スクールカウンセラーによる教育相談を実施
・不登校児童生徒を対象に、すぽっとケア（学習支援
）とケア事業（体験活動）を実施
・心のダイレクトメール事業を実施
・中学生サミットを開催
・情報モラルの普及啓発を実施

専任指導員報酬：3,951千円

 2年度

 2年度への改善方向性(2月時点)

維持
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事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 2年度 【     472】

「心の教室」相談事業 教育支援課　主査（教育支援）

06 子育て・教育

02 子どもの教育の充実

平成10年度 ― 継続 単独

・児童、保護者及び教育関係者

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

対象指標１ 小中学校児童生徒数 人 8,726 8,668 8,570 8,583

対象指標２

・相談員（カウンセリング講座修了者や教員経験者など相談業務に携わった経験者）を学校に配置し、学校生活
　や日常の様々な悩みや困りごとの相談に応じる。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

活動指標１ 相談員配置学校数 校 18 17 17 17

活動指標２ 延べ相談時間 時間 5,309 5,273 5,273 5,273

・児童、保護者、教育関係者の悩みが軽減、解消される。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

成果指標１ 延べ相談件数 件 18,330 18,212 18,212 18,212

成果指標２

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

5,481 5,383 5,622 5,604

1,524 1,525 1,555 1,548

7,005 6,908 7,177 7,152

・小学校17校に心の教室相談員を配置し、児童、保護
者、教育関係者の悩みや相談に対応

心の教室相談員報酬：5,557千円

 2年度

 2年度への改善方向性(2月時点)

維持
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事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 2年度 【     616】

スクールカウンセラー事業 教育支援課　主査（教育支援）

06 子育て・教育

02 子どもの教育の充実

平成 8年度 ― 継続 単独

・児童生徒、保護者及び教育関係者

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

対象指標１ 小中学校児童生徒数 人 8,726 8,668 8,570 8,583

対象指標２

・小中学校にカウンセラー（臨床心理士等）を配置し、対象校の児童生徒をカウンセリングの対象として相談業務
　にあたる（報酬は北海道負担）。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

活動指標１ 配置学校数 校 9 9 9 9

活動指標２ 延べ相談時間 時間 1,098 1,178 780 760

・児童生徒、保護者、教育関係者の悩みが軽減、解消される。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

成果指標１ 延べ相談件数 件 1,454 1,332 900 900

成果指標２

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

5 58 45 27

1,524 1,525 1,555 1,548

1,529 1,583 1,600 1,575

中学校８校、小学校１校にスクールカウンセラーを配
置し相談業務にあたる。

配置校消耗品費：27千円

 2年度

 2年度への改善方向性(2月時点)

維持
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事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 2年度 【    1004】

スクールソーシャルワーカー事業 教育支援課　主査（教育支援）

06 子育て・教育 ２ 安心して子どもを産み育てることができるまちづくり

02 子どもの教育の充実 (２) 教育内容の充実

平成23年度 ― 継続 補助

・児童生徒、保護者及び教育関係者

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

対象指標１ 小中学校児童生徒数 人 8,726 8,668 8,570 8,583

対象指標２

・問題を抱える児童生徒の置かれている環境への働きかけ
・学校や関係機関との連携や調整
・保護者や学校等に向けて、予防的な情報提供、相談支援

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

活動指標１ スクールソーシャルワーカー配置人数 人 2 3 3 3

活動指標２ 延べ相談支援件数 件 1,201 1,165 1,165 1,165

・児童生徒、保護者の抱える問題が解決される。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

成果指標１ 支援ケース件数 件 99 136 136 136

成果指標２

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

4,500 6,751 6,833 7,459

1,524 1,525 1,555 3,096

6,024 8,276 8,388 10,555

スクールソーシャルワーカーが、教育分野に関する知
識に加え、社会福祉等の専門的な知識や経験を用いて
、問題を抱える児童生徒に対して相談支援を行う。

スクールソーシャルワーカー報酬：6,506千円

 2年度

 2年度への改善方向性(2月時点)

維持
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江別市教育委員会
学校教育支援室
教 育 支 援 課

令和元年度第1号（5⽉発⾏）

【令和元年度のSSW担当学校について】※昨年度は134件の対応をしています！

～　こんにちは！江別市のスクールソーシャルワーカーです　～

江別市では、教育委員会教育支援課を中心に学校における子どもや保護者、先生方のさまざまな困
り感に対応するために、スクールソーシャルワーカー(SSW)を３名配置しています。

不登校やいじめ、ネグレクト、虐待、DV、貧困、発達障がい、思春期不安など、学校で見せる子
どもたちの心配な様子、保護者の方々への対応について、SSWは福祉的な立場から助言や支援を行
います。また必要に応じて関係機関(子育て支援課、福祉サービス、医療、大学の臨床センター等)と
連携し、学校と一緒に問題の解消を図ります。

子ども達の安心・安全な学校生活のために、SSWをご活用下さい！

SSW⽥村 SSW栗⽥ SSW瀧澤
⽕曜⽇を除く9〜17時勤務 ⽔曜⽇を除く9〜17時勤務 ⾦曜⽇を除く9〜17時勤務

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校
大麻小学校
大麻東小学校
大麻⻄小学校
大麻泉小学校
文京台小学校
中央小学校
対雁小学校

大麻中学校
大麻東中学校
中央中学校

江別第一小学校
江別第二小学校
いずみ野小学校
上江別小学校
北光小学校

江別第一中学校
江別第二中学校
江別第三中学校

野幌小学校
東野幌小学校
野幌若葉小学校
豊幌小学校
江別太小学校

野幌中学校
江陽中学校

適応指導教室「すぽっとケア」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　学校を休みがちで、
保護者との関係形成が

難しく困っています

　集団生活になじめない
子に、学校がどう関われば

安心してもらえるかな？

　親子関係がうまく作れず、
ご家族も子どもとの関わり方に

迷っているようです

　子ども達の育ちや、
保護者との関わり方について

校内研修したいなぁ

　子どものために関係機関と
連携したいけど、どうすれば

うまくいくでしょうか？

SSW2年目の瀧澤です。

今年度より、野幌・江陽の両
中学校区を担当します。また、
すぽっとケアの専任スタッフも
兼任します。

不登校の児童・生徒との関わ
りを大切にしながら一緒に成長
していきたいと考えております。

どうぞよろしくお願いします。

SSW田村です。
江別市のSSW活用事業も8年

目になりました。学校や地域の
理解も高まり、対応ケースも多
様化しています。

今年度も初期対応を重視して
学校と一緒に子どもと子どもを
取り巻く環境への支援に取り組
みます。

江別市SSWとして4年目になり
ます栗田です。

学校から相談の連絡を受けお
伺いする度に、新しいケースと
の出会いに身の引き締まる思
いでいます。今年も様々な子ど
も達やご家庭の問題に対し、先
生方と一緒に取り組みます。ど
うぞよろしくお願いいたします！

① 管理職から、問題を抱える児童⽣徒の状況について
　　市教委教育支援課へ連絡し、SSWの派遣を要請します。

※派遣の要請は、管理職からお願いします。
※派遣要請にかかる書類等は不要です。
※以降のSSWとの連絡担当者をお知らせ下さい。
（管理職、特⽀コーディネーター、⽣徒指導担当等）

②　相談内容の基本的な情報や近況についてお伺いします。
　（学校を訪問し、担任やコーディネーターから様子をお聞きします）

③　児童⽣徒の授業観察や保護者⾯談などを⾏い、現在の
　　問題の確認や、支援の⽅向性の共有を⾏います。

④　ケースに応じて多様な対応をします。
　（子育て⽀援課や医療、放課後等デイサービス、警察等との機関連携や、
⽀援における情報共有と方向性の確認、役割の設定のためのケース会議な
ど、具体的な⽀援プランを提案します）

つなげるこころ　つながる支援
ご相談は江別市教育委員会 教育支援課

 スクールソーシャルワーカーまで
江別市高砂町24-6　TEL 011-381-1409
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事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 2年度 【     462】

子ども会育成事業 生涯学習課　青少年係

06 子育て・教育

02 子どもの教育の充実

昭和36年度 ― 継続 単独 団体運営補助

江別市子ども会育成連絡協議会（江別、野幌、大麻・文京台地区育成会）

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

対象指標１ 子ども会の数 団体 3 3 3 3

対象指標２

江別市子ども会育成連絡協議会が取り組む、幅広い年齢層の子どもたちへの豊かな体験活動と各地区育成会の行う活動
に対し、「江別市教育振興事業補助金交付規則」に基づき、補助金を交付する。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

活動指標１ 補助金額 千円 878 758 737 737

活動指標２

江別市子ども会育成連絡協議会及び各地区育成会が実施する事業への参加者数が増え、活動が活発化する。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

成果指標１ 子ども会活動への地域住民の参加延べ数 人 309 310 297 297

成果指標２ 子ども会活動の取り組み数 件 38 38 38 38

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

878 758 737 737

3,809 2,669 2,721 2,709

4,687 3,427 3,458 3,446

・小学生相撲大会、ドッヂビー体験会、小中学生かる
た大会の開催
・青少年キャンプ村、スノーフェスティバル等への協
力
・各地区育成会との連携、協力
・ジュニアリーダー養成の支援
・会議等の開催
・活動団体に対し補助金を支出

・子ども会への補助金　737千円

 2年度

 2年度への改善方向性(2月時点)

維持
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ドッヂビーとは？？ 

＜これまでの様子＞ 

 

北海道フライングディスク協会の講師陣 

主 催  江別市子ども会育成連絡協議会 

     江別市教育委員会 

協 力  北海道フライングディスク協会 
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主  催   江別市子ども会育成連絡協議会 

        江別市教育委員会 

共  催   社会を明るくする運動江別地区実施委員会 

協  力   江別江盛かるた倶楽部 
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事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 2年度 【     464】

成人式開催事業 生涯学習課　青少年係

06 子育て・教育

02 子どもの教育の充実

昭和33年度 ― 継続 単独 行事イベント補助

成人のつどい実行委員会
新成人

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

対象指標１ 実行委員数 人 4 7 7 6

対象指標２ 新成人数 人 1,541 1,385 1,453 1,421

・その年度に新成人となる青年で構成する実行委員会が、自ら企画準備して「成人のつどい」を実施する。
・「江別市教育振興事業補助金交付規則」に基づき、江別市成人のつどい実行委員会に対して、アトラクション出演謝
礼、交歓会景品代など、成人のつどい開催に要する経費について補助金を交付する。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

活動指標１ 補助金額 千円 220 220 190 180

活動指標２

・新成人を祝福・激励し、参加した新成人が責任ある自立した社会人として、より良い社会の創造に貢献していくこと
を決意し、市民として連帯感を高めることを目的に実施する。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

成果指標１ 成人のつどい参加者数 人 952 855 861 865

成果指標２ 参加率 % 61.7 61.7 59.3 60.9

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

505 492 475 437

2,285 2,288 2,333 2,322

2,790 2,780 2,808 2,759

・実行委員の募集
・実行委員会に対し補助金を交付
・実行委員会の開催
・対象者の抽出
・案内状の作成及び発送
・しおり及び封筒の作成
・成人のつどい（式典・交歓会）の開催

しおり印刷代　　　　 36千円
案内状郵送料　　　 　92千円
市民会館使用料　　　129千円
実行委員会への補助　180千円 2年度

 2年度への改善方向性(2月時点)

維持
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事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 2年度 【     465】

発明教室開設事業 生涯学習課　青少年係

06 子育て・教育

02 子どもの教育の充実

平成 5年度 ― 継続 単独 団体運営補助

江別市少年少女発明クラブ

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

対象指標１ 対象クラブ数 団体 1 1 1 1

対象指標２

・小中学校への周知や市広報などを通して参加者を募集し、専任指導員の指導のもと、ものづくり教室を開講する。
・「江別市教育振興事業補助金交付規則」に基づき、発明教室を円滑に運営する江別市少年少女発明クラブに対し、補
助金を支出する。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

活動指標１ 補助金額 千円 581 581 581 561

活動指標２ 開催回数 回 24 24 22 22

・江別市少年少女発明クラブが開講する発明教室に子ども達が参加することにより、自らの手で作り上げることへの関
心を高め、想像力を養い、集団活動や体験学習の経験を通して、協調性と豊かな創造性を身に付ける。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

成果指標１ 作品展出品数 件 39 46 43 40

成果指標２ 延べ活動人数 人 356 404 462 440

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

581 581 581 561

2,285 2,288 2,333 1,548

2,866 2,869 2,914 2,109

・4月から1月：製作教室
・夏冬の作品展示会
・発明教室に対し補助金を支出

・発明教室への補助　561千円

 2年度

 2年度への改善方向性(2月時点)

維持
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申込先  

江別市教育委員会⽣涯学習課内 

江別市少年少女発明クラブ事務局     TEL. 381-1069 

            ２⽉１⽇（⾦）から４⽉２⽇（⽕）まで、電話にてお申し込みください。  
 

 

平成３１年度 発明クラブ 

 

 

 

あったらいいな ほしいな 
     

と 思うものを 

 

いっしょに 

つくりませんか 

 
 

４月に 

募 集  小３年～中３年になる人 

 

開 講   ４月１３日（土） 13:30 

 

大麻東小学校内 

場 所   発明クラブ教室 
 

活動日      ４月～１月  月２回 

        土曜日  13:30～15:30 

 

会 費     年間 4000 円 
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事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 2年度 【     466】

青少年のための市民会議補助金 生涯学習課　青少年係

06 子育て・教育

02 子どもの教育の充実

昭和55年度 ― 継続 単独 団体運営補助

・江別市青少年のための市民会議

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

対象指標１ 市民会議の会員数（個人） 人 190 177 180 182

対象指標２ 市民会議の会員数（団体） 団体 57 55 55 56

・江別市青少年のための市民会議が取り組む、青少年の健全育成等の啓発活動や青少年の非行防止活動及び有害環境の
点検活動に対し、「江別市教育振興事業補助金交付規則」に基づき活動費の一部を補助する。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

活動指標１ 補助金額 千円 129 129 120 120

活動指標２

・江別市青少年のための市民会議が行う活動が充実し、青少年を取り巻く環境が向上していく。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

成果指標１ 主催事業協力者数 人 86 74 72 77

成果指標２ 非行防止標語応募件数 件 2,612 1,337 464 1,471

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

129 129 120 120

3,809 2,288 2,333 2,322

3,938 2,417 2,453 2,442

・青少年健全育成啓発などの標語募集
・少年の主張石狩地区大会江別代表者の選考
・青少年善行賞の選定、表彰
・街頭啓発の実施
・会議等の開催
・市民会議に対し補助金を支出

・市民会議への補助　120千円

 2年度

 2年度への改善方向性(2月時点)

維持
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応募期間 ７月 8 日（月）～８月 30 日（金） 

標  
語  募  集  

!!  

※交通安全標語は選考対象外です。

「あなたの勇気 あなたの心 小さな１歩が 命をすくう」 

                    文京台小学校 ５年 小向 伊織さん 

「差し出そう そっとぼくの手みんなの手 小さな気遣い 明るい笑顔」 

                    大麻東中学校 １年 藤吉 隼大さん 

「失って 初めて気づく ありがたさ あたりまえって 幸せだ」 

                    江別高等学校 １年 舘脇 菜美さん 

令和元年度 最優秀賞 
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事務事業評価表【改革版】

事業名：

政  策

取 組 の
基本方針

戦　略

具体的施策

開始年度

事業費の推移

事業内容（主なもの） 費用内訳（主なもの）

事 業 費 (A) 千円

対象（誰、何に対して事業を行うのか）

終了年度 補助金

正職員人件費 (B)

総 事 業 費 (A+B)

千円

千円

区分1 区分2

指標名 単位

手段（事務事業の内容、やり方）

指標名 単位

意図（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

指標名 単位

単位

改善方向性選択理由（維持以外は記載）

実績見込み

実績見込み

令和 2年度 【     467】

青少年キャンプ村事業 生涯学習課　青少年係

06 子育て・教育

02 子どもの教育の充実

昭和43年度 ― 継続 単独

・市内の小学校４年生から中学校３年生の児童生徒

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

対象指標１ 市内の小学校４年生から中学校３年生の児童生徒数 人 5,848 5,773 5,631 5,816

対象指標２

・自然体験事業として日常の生活から離れ、自然豊かな環境の中で青少年キャンプ村を1泊2日の日程で開催する。大学
生、高校生で構成されるボランティアサークルの指導によりキャンプを行う。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

活動指標１ キャンプ村開催日数 日 4 5 5 5

活動指標２

・野外生活の楽しさを感じるとともに、異年齢との交流及び集団生活を通して、規律ある生活態度・生活技術を学び、
子どもたちの協調性や社会性を高める。

31年度29年度実績 30年度実績  2年度予算

成果指標１ 参加グループ数 グループ 81 75 72 76

成果指標２ 青少年キャンプ村参加人数 人 419 374 334 376

29年度実績 30年度実績 31年度予算  2年度予算

800 625 724 724

4,571 4,576 6,609 3,483

5,371 5,201 7,333 4,207

・7月下旬または8月上旬に江別市森林キャンプ場にお
いて、青少年キャンプ村を1泊2日の日程で開催する。
大学生、高校生からなるボランティアサークルの指導
によりキャンプを行う。

・生活指導員謝礼　336千円
・バス借上げ料　　318千円

 2年度

 2年度への改善方向性(2月時点)

維持
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次頁に続きます 

第51回（令和元年度）青少年キャンプ村「こんがり王国」開設要項 
 

１ 目 的   野外生活の楽しさを感じるとともに、異年齢との交流や集団生活を通して、

規律ある生活態度や生活技術を学び、子どもたちの協調性・社会性を高める。 

日常の家庭生活・学校生活にはない「工夫と創造」の体験により、知識を 

習得し、視野を広げることで、今後の成長を促す一助とする。 

 

２ 主 催  江別市教育委員会、江別市子ども会育成連絡協議会 

  共 催  江別市青少年サークル、江別市青少年活動協会 

 

３ 実 施 日  （１）８月 ５日（月）～８月 ６日（火）の１泊２日 

（２）８月 ６日（火）～８月 ７日（水）の１泊２日 

        （３）８月 ７日（水）～８月 ８日（木）の１泊２日 

      （４）８月 ８日（木）～８月 ９日（金）の１泊２日 

        （５）８月 ９日（金）～８月１０日（土）の１泊２日 

         ※荒天の場合は、中止になることがあります。 

  

４ 場  所  江別市森林キャンプ場（西野幌９２８番地） ＴＥＬ：３８９－６４９３ 

  

５ 対  象  江別市内に居住する小学４年生～中学生まで。 

 

６ 定  数  １日２５グループ【１グループ４～８名（男女別々が必須）が基本】 

 

７ 参 加 費  １人 1,500円（食費、保険料、交通費、雑費など） 

        ※ やむを得ない事情により、当日欠席される場合は、8/2（金）17：15までに 

         ご連絡いただければ全額を返金いたします。ただし、上記期日を過ぎてから 

のご連絡は対応いたしかねますのでご了承ください。 

 

８ 申込方法  ６月２１日（金）から７月１９日（金）までに参加費を添えて教育委員会生涯 

学習課まで提出。受付時間は、平日8:45～17:15まで。 

 

９ 参加日の決定方法 

 （１）基本グループ【４～８名（男女別々が必須）の申込】 

①第１希望日が定数以内 ⇒当該日で参加決定します。 

②第１希望日が定数を超えている ⇒申込責任者にご連絡し、代表１名の出

席により抽選会を実施し、参加日を決定します。 

・抽選会日時：７月２５日（木）午前１０時から  

・抽選会場所：教育庁舎大会議室   

       

（２）少人数グループ【１～３名（男女別々が必須）の申込】 

①（ア）基本グループ（４～８名）の参加希望を優先します。 

     （イ）基本グループの参加日が確定後（上記抽選会終了後）、第１・２希 

望日のうち定数に達していない日から、学年が近いグループと組み 

合わせて４～８名のグループを編成します。 

     （ウ）申込責任者に編成後の案をご連絡します。 

②少人数グループ参加者が多く、上記（イ）の調整が難しい場合は、申込責 

任者にご連絡し、代表１名の出席により抽選会を実施し、参加日を決定し 

ます。 

・抽選会日時：７月２９日（月）午前１０時から 

・抽選会場所：教育庁舎大会議室      

19



 

10 概 要  １日目：教育庁舎裏の｢つばめ公園｣に１３時までに集合。点呼の後、バスでキャ

ンプ場に移動。炊事体験等のプログラムを経てテントに宿泊。 

       ２日目：午前のプログラム終了後、バスで｢つばめ公園｣に戻り、１１時４５分頃

解散。 

 

11 持ち物  （１）個人で用意する物 
         割れない皿・コップ、スプ－ン、箸、寝袋、洗面用具、筆記用具、帽子、ラ

ジオ体操カ－ド、ウインドブレーカー等の防寒着、雨合羽、着替え（長袖、

長ズボン）、米１合、軍手、新聞紙、うちわ 

       （２）基本申込グループで用意する物【グループで持って来る人を決める】 

         懐中電灯（２個）、食材【８名分の目安 ⇒ジャガイモ（中２ヶ）、にんじ 

ん（中３本）、玉ねぎ（中２ヶ）、カレールウ（適量）、カレーをおいしく 

する食材】 

       （３）少人数申込グループで用意する物【グループで持って来る人を決める】 

         懐中電灯（１個）、食材【３名分の目安 ⇒ジャガイモ（中１ヶ）、にんじ 

ん（中１本）、玉ねぎ（中１ヶ）、カレールウ（適量）、カレーをおいしく 

する食材】 

        

※１ おやつ、飲み物、携帯電話、スマートフォン、マンガ本、ゲ－ム機、カメ 

ラ、レーザーポインター等は持参しないでください。（持参された場合、 

退村時までお預かりすることになります。）場内自動販売機も利用禁止と 

します。 

※２ 持ち物には必ず氏名をつけてください。 

※３ 食材は切ってこないでください。 

※４ 夕食はカレーライス、朝食は煮込みうどんを作ります。カレーライスに入 

れる｢肉｣、煮込みうどんの｢食材｣は教育委員会で用意します。 

 

12 避 難  悪天候等により安全が確保できないと判断した場合は緊急避難を開始します。 

 

13 問合せ  教育委員会生涯学習課青少年係 

       江別市高砂町２４番地の６（℡３８１－１０６９） 
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